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山
村
地
域
の
活
性
化
目
指
す

鳥
取
県
の
日
南
町
及
び

回
野
川
流
域
は
、

林
野
率

９０
％
を
占
め
る
林
業
地
域

で
あ
り
、

過
疎
他
が
進
む

町
。

こ
の
地
域
で
森
林

・

林
業

・
木
材
産
業
を
通
し

て
、

豊
か
な
環
境
の
町
づ

く
り
を
目
的
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
フ
オ
レ
ス
ト
ア
カ
デ
ミ

ー
ジ
ヤ
パ
ン

（矢
田
治
美

理
事
長
）
が
誕
生
し
た
。

新
た
な
事
業
展
開
に
よ
っ

て
幅
広
い
地
域
交
流
を
図

り
、

山
村
地
域
の
活
性
化

を
目
指
す
。

同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
は
地

域
の
諸
団
体
と
関
連
す
る

形
で
民
間
が
主
導
す
る
様

々
な
事
業
に
取
り
網
む
。

各
団
体
へ
要
請
、

提
言
で

ス
等
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
研
究
事
業
で
、

林
地
残

材
の
活
用
か
ら
日
南
町
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
協
会
が
昨

年
秋
に
、

町
内
２
カ
所
の

―
カ
ー
の
オ
ロ
チ
は
工
場

か
ら
発
生
す
る
端
材
や
木

屑
な
ど
を
燃
焼
さ
せ
て
で

き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
乾
燥

機
や
プ
レ
ス
機
等
に
使

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
可

能
性
に
つ
い
て
検
証
す
る

も
の
。

な
お
、

こ
れ
ま
で

地
元
チ
ツ
プ
エ
場
向
け
に

年
間
約
２
万
立
方
席
が
出

材
さ
れ
る
が
、

数
年
先
に

林
地
残
材
の
倍
増
を
図

る
。

試
験
デ
ー
タ
は
口
南

！
！　
　
町
は
じ
め
鳥
取
県

一
！　
　
に
提
供
す
る
。

ま

一
脚
　
た
、
バ
イ
オ
マ
ス

■
＜
　
タ
ウ
ン
構
想
を
軸

一歌　
と
し
た
町
づ
く
り

，れ晦椒船範儲げ臥勿

！！
　

に
「
た
る
１
６
５

７

・
６５
諺
ｏ

天
然

林
は
全
体
の
８
％
に
当
た

る
９
４
３

・
１７
諺
。

今
後

の
事
業
と
し
て
認
証
林
の

拡
大
を
図
り
、

森
林
の
用

途
別
区
分
に
取
り
網
む
。

な
お
、

オ
ロ
チ
で
は
Ｆ
Ｓ

Ｃ
ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
取
得
の
準
備

中
だ
。

ま
た
、

新
た
な
事
業
展

開
と
し
て
、

森
林
資
源
等

の
利
活
用
を
通
じ
た
観
光

開
発
や
温
暖
化
防
■
効
果

等
の
蕗
発
で
都
市
交
流
を

螂兜府醐駒抑軸剛靴縦

に
か
か
わ
る
ク
リ
エ
イ
タ

ー
及
び
文
化
を
創
造
す
る

事
業
を
目
指
す
。

子
レ

香
重

ン

き
る
事
務
局
の
よ
う
な
存

在
だ
。

特
に
環
境
面
に
お

い
て
は
、

森
林
バ
イ
オ
マ

山
林
か
ら
常
伐

・
問
伐
に

よ
る
林
地
残
材
の
搬
出
、

チ
ッ
プ
化
等
の
燃
料
エ
ネ

ル
ギ
ー
ヘ
の
転
換
実
証
試

験
に
着
手
し
た
。

同
地
域
の
杉
Ｌ
Ｖ
Ｌ
メ

用
。

化
石
燃
料
を

一
切
使

っ
て
い
な
い
。

今
回
、

同

事
業
の
先
導
的
モ
デ
ル
と

し
て
、

今
後
は
林
地
残
材

も
活
用
す
る
。

こ
れ
は
搬

出
コ
ス
ト

博
の
実
証
試
験


